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（当初予算）

45 億 4,100 万円

28 年度
（当初予算）

44 億 8,800 万円

＋
プラス

5,300万円

（＋ 1.2％）

平成 29 年度 平成 28 年度 増 減 額
総　　額 45 億 4,100 万円 44 億 8,800 万円 5,300 万円

自
主
財
源

町税 4 億 8,834 万円 4 億 9,776 万円 △ 942 万円
分担金及び負担金 2,626 万円 2,576 万円 50 万円
使用料及び手数料 1 億 1,496 万円 1 億 2,053 万円 △ 557 万円
財産収入 1,657 万円 2,499 万円 △ 842 万円
寄付金 8,035 万円 5,033 万円 3,002 万円
繰入金 1 億 8,037 万円 1 億 3,775 万円 4,262 万円
繰越金 8,000 万円 6,000 万円 2,000 万円
諸収入 4,436 万円 1,498 万円 2,938 万円

依
存
財
源

地方譲与税 6,900 万円 6,800 万円 100 万円
地方消費税交付金 1 億 1,300 万円 1 億 1,400 万円 △ 100 万円
地方交付税 19 億 4,000 万円 20 億 1　　　  円 △ 6,000 円
国庫支出金 5 億 4,963 万円 5 億 3,852 万円 1,111 万円
県支出金 3 億 8,702 万円 5 億　288 万円 △１億 1,586 万円
町債 4 億 3,570 万円 3 億 1,860 万円 1 億 1,710 万円
その他 1,544 万円 1,390 万円 154 万円

　町税などの自主財源（町独自の収入）
は 22.7％、依存財源（国や県からの
収入）は 77.3％となりました。

平成 29 年度 平成 28 年度 増 減 額
総　　額 45 億 4,100 万円 44 億 8,800 万円 5,300 万円

① 議会費 　6,408 万円 　7,147 万円 △ 739 万円
② 総務費 8 億 4,637 万円 8 億 0,561 万円 4,076 万円
③ 民生費 11 億 6,702 万円 12 億 4,255 万円 △ 7,553 万円
④ 衛生費 2 億 8,578 万円 2 億 9,082 万円 △ 504 万円
⑤ 農林水産業費       2 億 9,800 万円 4 億 4,996 万円 △ 1 億 5,196 万円
⑥ 商工費 1 億 4,597 万円 1 億 2,816 万円 1,781 万円
⑦ 土木費 4 億 3,513 万円 4 億 2,015 万円 1,498 万円
⑧ 消防費 3 億 7,560 万円 1 億 7,121 万円 2 億    439 万円
⑨ 教育費 3 億 8,701 万円 3 億 6,152 万円 2,549 万円
⑩ 災害復旧費 284 万円 415 万円 △ 131 万円
⑪ 公債費 4 億 9,794 万円 5 億 0,986 万円 △ 1,192 万円
⑫ 諸支出金 2,526 万円 2,254 万円 272 万円
⑬ 予備費 1,000 万円 1,000 万円 0 万円

　熊本地震からの復興
に係る⑧消防費が大幅
に増加となりました。

歳　入歳　出

観光立町の実現  

福祉・子育て

　　農　業 　　

教　育

安心・安全なまちづくり

① 防災拠点センター実施設計 6,580 万円
② 防災道路実施設計 1,500 万円
③ 防災公園実施設計 2,000 万円
④ 色見地区広域避難所整備 1,260 万円

①～④は熊本地震の教訓から大規模災害対策として整備する事
業。激甚災害指定市町村が対象となる復興まちづくり総合支援事
業を活用します。

⑤ 耐震性防火水槽設置工事 1,137 万円
水利確保が困難な地域に防火水槽を整備します。

⑥ 防災総合情報システム整備 7,490 万円
大雨や土砂災害など察知するシステムを整備します。

⑦ 防災無線デジタル化事業 500 万円
老朽化した防災無線再整備の設計を行います。

① 地域おこし協力隊活動事業 1,677 万円
地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR 等を行います。

② 集落支援員活動事業 762 万円
集落の現状や課題を把握するため、町職員と連携し、集落の巡回
や話し合いなどを実施します。

③ 小規模事業者持続化補助金先行貸付金 2,000 万円
小規模事業者の震災復興をバックアップするため、小規模事業者
持続化補助金採択者に対し、補助金決定額と同額を無利子で貸し
付けます。

① コミュニティ・スクール事業 192 万円
文科省委託事業を活用し、地域とともにある学校づくりを推進し
ます。

② 外国語教育強化地域拠点事業 321 万円
文科省委託事業を活用し、高森町（小中学校及び高森高校）が一
体となり、英語教育に取り組みます。

③ ICT 活用実証事業 658 万円
文科省委託事業により、ICT 機器（電子黒板、タブレット PC）
やテレビ会議システムを活用した遠隔授業を実施し、さらなる授
業改善に取り組みます。

④ 就学前への電子黒板導入 246 万円
既に導入済みの高森幼稚園を含め、町内全ての幼稚園・保育園に
導入することとなり、就学前から一環した教育環境の整備を行い
ます。① 高齢者用椅子購入 24 万円

ふるさと納税を活用し、敬老会などで利用できる高齢者用椅子を
購入し、無料で貸し出します。

② 高齢者安心生活支援事業 150 万円
介護職員初任者研修受講費用（旧ホームヘルパー 2 級）を助成します。
高森高校生：全額
一般：１／２（上限 25,000 円）

③ パパママ定期歯科検診委託 16 万円
子どもの歯の健康を守るため、妊娠期の夫婦および 2 歳未満児の
両親に対し、無料で年 1 回歯科検診を行います。

④ こうのとり支援事業助成金 100 万円
子どもがいない夫婦の不妊・不育治療に係る医療費負担を軽減します。
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① 畜産振興補助金 560 万円
本町の畜産振興を図るため、高森産のあか牛購入助成を行います。

② 阿蘇南郷檜ブランド化推進事業 788 万円
山村活性化支援交付金を活用し、阿蘇南郷檜のブランド化を推
進します。

③ 農業共済加入促進事業 28 万円
災害に強い産地体制を築くため、園芸施設共済の加入を促進します。

④ 換地等調整事業（草部南部地区） 340 万円
草部南部地区の農業基盤整備のため、換地等調査を行います。

歳入財源内訳

自主財源
23％

依存財源
77％

歳出内訳

民生費
26％

総務費
19％

公債費 11％ 議会費 1％
予備費 0％諸支出金 1％

災害復旧費 0％
教育費 9％

消防費 8％

土木費 10％
商工費 3％

農林水産業費 7％ 衛生費 6％

　熊本地震からの復興と安心して住める
まちづくりを推進します　

　事業者の震災復興をバックアップし、競争力の高い
「選ばれる観光地づくり」を推進します　

　健康いきいき＆子育て楽しい「町づくり」
を推進します　

　基幹産業である「農林業」が元気な
町づくりを推進します

　「誇り・夢・元気」を生み出す教育を推進します　
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